献呈の辞 by 岡田 泉
獄E誌のE宇
献呈の辞
2010年3月末をもって，永年にわたり寵山大学において研究と教育に尽
力されてこられました友岡敏明先生は，任期満了により退職されることとな
りました。
先生は， 1965年に大阪市立大学法学部をご卒業後，暫時和歌山県庁に
織されましたが，古典学問への思い断ち切ること能わず，上智大学文学部を
経て， 1968年母校の大阪市立大学へ戻られ，大学説法学研究科の修士課程
及び博士課程において山崎時彦教授の指導なお受けになりました。この時期
に研究生活の種子が蒔かれ，博士課程以降の一覧したジョン・ロック訴究に
より，先生の致治思想史研究は大きく花開くこととなりましたo 1986年に
刊行された?ジョン・ロックの政治思想、 ミ伝統、とミ革新ミのー断面 J 
は，母校から法学博士の学位を授与される対象となった研究書であり， i菊山
大学学術議書の中でも異彩を放っ著作であります。その後も先生の研究活動
は途絶えることなく続~，学会においても高〈評価されていることから，先
生は日本イギリス哲学会理事に選任されました。近時に，先生は英国におけ
る{カトリック解放jに関してわが国学界の怨隙を埋めるべく恵、の長い研究
公選めておられます。一つの課題に腰をすえて取り組まれる姿勢が永く後輩
~鼓舞し続けてくれることと思うものであります。
先生は，その優れた行政能力をもって大学運営の屈でも大きく貢献されま
した。すでに 40歳代以降その誠実で円満な人柄を信頼され，大学の各種委
センター長等の役識を任せられました。また特筆すべきことに，先生
は1994年度から 199i年度までの 4年間にわたり法学部長(法学研究科長併
任)(こ選ばれ，文字通り粉骨砕身してお働きになりました。あたかも本誌の
法学部創設20周年記念号が発行された 199i年は，入試制度の多様化や自己
点検・評錨等の大学改革のうねりが押し寄せていた変革期の真只中でありま
したc 先生は，成年に達する時期の法学部を大黒柱となって支えながら，
f少子化に絡まる私学冬の時代論j をも見通した学部の展望を示されまし
た。先生が見崩げた「今日の本学部の開花J(よ:記記念号序文)は，先生の滋
養豊かな濯水のおかげであり，今後も法学部が立派な花を開き続けるよう遣
しく育てる責務が私たち後輩にはあると感じるところであります。
教育者としての先生の一面は，法学部学生機関誌の記事に垣間見ることが
できます。先生が法学会幹事として，あるいは法学部長として寄稿された
数々の巻頭言は，謹厳な学者の重喜1のような重みを含んでおりました。これ
ら文章から学部生還は慈父の威厳を感じ，あるいは真剣な学問のすすめそ読
み取ったことでしょう。学生におもねることなく[大学人というインテリゲ
ンツィアJの道を歩むように要求した先生は，私にとって感嘆の的でした。
そればかりか，骨の折れる雑用にも黙々として取り組まれていた先生の背中
を日常的に目撃していた私にとって，それは真の教育者の姿でした。ただ尊
敬と感龍の思いを捧げるばかりです。
南LU法学の本号を獄呈させていただくにあたって，先生がこれまで本学に
与えてくださった恩恵に心から感謝しつつ，先生の今後のご健康と相変わら
必ご活躍をお祈り申し上げ、ますc
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